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作業効率化ツール（道具）として
プロセスのムダ取りに貢献
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・製品収益力（実力値）評価
・投資回収の見える化、投資・撤退の意思決定
・投資回収管理／製品負担ルール意思決定

・コストファクターを意識した強い製品設計
・設計基準、見積基準の維持管理
・フェーズ進捗DR、未然防止DRへの取組

・生産場所決定や内外製判断
・製造標準化促進、代替生産地や生産移管の検討
・設計製造トレーサビリティ確保：設計変更反映、不具合
発生時の影響範囲特定（極小化）

・作業手順書、QC工程表、工程フロー図の一元管理
・E-BOM→M-BOM作成検討（最適工程設計）自動化

・コストファクターを意識した査定や価格交渉
・サプライヤの工程設備やサプライヤ調査の管理
・環境DBの構築のための調査

サービス

・出荷構成（S-BOM）とメンテナンス履歴管理
・クレームやメンテナンス情報の分析と設計へのフィード
バック
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標準化 高度化

複雑なプロセスをシンプル化、
ムダ発見と品質ムラ抑制に貢献

創出した時間と累積ナレッジを
活用し、提供価値向上に貢献



設計と製造をシームレスに相互接続
M-BOM単独では表現が難しかった複雑なプロセスをビジュアルかつ精緻に表現可能

標準BOPの流用やマスタ展開などM-BOM、BOP作成を支援する多くの機能を用意
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特長１：標準／類似製品BOPをもとに、E-BOMから新BOPを生成
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既存部品は類似製品から工程・M-BOMを一括コピー可能

上記により、新規部品に対する工程設計のみで全体BOPを作成可能



特長２：ECO（設計変更連絡情報）をもとに影響確認および設変反映

設計リリース情報の差分情報（追加・削除・交換・属性変更）をM-BOMに漏れなく反映可能

設計変更によるM-BOMへの影響を適用前後の差分として検知可能

変更箇所を
3D形状で確認

反
映

設計変更一覧

プロパティ/XVL形状E-BOM BOP情報

今回変更があった工程を
製造プロセスの中で確認

変更箇所をE-BOM・
M-BOM間で比較して影を
確認し、EBOM情報から

反映が可能



特長３：原価企画業務の高度化

EM-Bridgeがデータ連携ハブとなり、製造実績・原価実績を設計者へフィードバック可能

コストの80%を決定する上流工程での本質的・効果的な原低活動を強力にアシスト

トータルコストの 90%以上発生トータルコストの80%以上決定
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SCMからの情報フィードバック
によって実現する実際原価積算

生産拠点別M-BOM管理により
工場間の原価差異を比較可能

コストダウン検討の優先度をビジュ
アルに色分け表示


